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はじめに

　2014 年に「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）が

改正され，適正な予定価格の設定と適正な契約変更・支払いにより受

注者の適正な利益を確保するなど，発注者の責任が法律で明確に規定

されましたが，実際にはまだ趣旨どおりに運用されているとは言い切

れない状況です。

　本書は，改正された品確法の趣旨を踏まえた上で，積算に焦点を絞

り，社会インフラのライフサイクルの中でも特に建設工事を完成する

までの過程に注目し，発注者側の立場でコストを適正に管理するため

の積算マネジメントの手法の重要性を説いています。積算マネジメン

トは，公共工事発注機関に属する担当者には是非習熟してもらいたい

技術です。発注業務を支援する技術者にとっても必須の技術となりま

す。一方，工事を請け負って完了するまでの受注者の立場のコスト管

理は発注者とは着眼点が異なり，工事実行予算の管理が中心となりま

す。しかし，請負契約によって施工管理を行う以上は，常に発注者側

とのコスト管理に関する意思疎通は重要な課題です。その観点から，

受注者側の技術者も発注者側のコスト管理手法である積算マネジメン

トを理解する必要があります

　わが国の公共工事請負契約では，会計法等に基づく予定価格制度に

より，発注者側の積算が入札契約において重要な意味を持ちます。発

注者側の積算は，工事請負契約締結時点のみならず，契約締結後にお

いても設計変更のベースとなるので，受発注者双方がこれを理解する

必要があります。受発注者双方が積算マネジメントの技術を身につけ
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なければならない所以です。本書では，積算マネジメントに関する最

近の取組み事例も挙げつつ，公共工事の発注段階における積算，請負

契約締結後の契約変更における積算，そして会計検査制度における積

算の課題，さらには米国における積算システムを紹介して，積算マネ

ジメントのあるべき姿を探っていきます。

　平成 30 年 3 月吉日

 木下　誠也
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